
都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会

緩和ケア部会 報告

緩和ケア部会 事務局
国立がん研究センター がん対策研究所 がん医療支援部



2025-26年 緩和ケア部会の活動

〇緩和ケア部会の開催

〇緩和ケア部会意見交換会

〇部会ワーキンググループの設立

〇アンケートの実施と今後の方向性の取りまとめ

・厚生労働省拠点病院等の指定要件に関するWGへの提言

・今後の方向性



第13回 緩和ケア部会

開催日時 2025年12月5日（金）10:00‐12:00

開催形式 オンライン開催

参加者

• 都道府県がん診療連携拠点病院 緩和ケア部門 責任者および実務者

• 都道府県がん診療連携協議会 緩和ケア責任者

• 国立がん研究センター中央病院・東病院 緩和ケア部門責任者

議事

厚生労働省からの緩和ケアに関する情報提供

これからの緩和ケアが担う役割

１．拠点病院の視点

２．非拠点病院の視点

３．ホスピス・緩和ケア病棟の視点

４．総合討論



１）拠点病院の視点

愛知県がんセンター 下山理史
２）非拠点病院の視点

筑波大学 緩和医療学教室 濱野 淳

３）ホスピス・PCUの視点

六甲病院 緩和ケア内科 （日本ホスピス緩和ケア協会）安保 博文



総合討論

現状の課題

• 緩和ケア体制は拠点病院中心に整備されており、非拠点病院の声が反映されにくい

• がん診療連携拠点病院連携協議会等は拠点病院間の連携が中心

• コロナ禍以降、顔の見える地域連携が十分に回復していない地域も存在

現場からの意見

• 地域連携はBest Supportive Care段階では遅い

• 外来通院中の早期段階から地域・在宅医療につなぐ仕組みが必要

• 一方で、 患者の費用負担,、地域ごとの医療・介護資源の格差 が連携推進の障壁

患者支援の網目を細やかにするため、拠点病院・非拠点病院・在宅医療関係者が参加する
協議・連携の場を再構築し、地域全体で緩和ケアを支える体制強化が必要。



都道府県がん診療連携拠点病院 緩和ケア部会
意見交換会

日時：2025年12月5日（金）13：15～15：00
場所：国立がん研究センター築地キャンパス

テーマ
i) 都道府県内における緩和ケアの現状と課題
ii) 次期整備指針改定に期待すること
※現行の整備指針をもとに意見交換

①人材不足・診療体制

• 各職種の不足

• 専任スタッフの確保困難・緩和ケアへの関心不足

•地方での人口減少・患者減少

②制度・診療報酬の問題

•緩和ケアが収益につながりにくい

•人員不足で加算取得困難、インセンティブ不足

•診療報酬の裏付けがない診療行為

•加算の要件の厳しさ

③地域連携とACP

•地域開業医の減少

•病院と地域との役割分担

•ACP実施体制の整備不足、診療科間の温度差

•早期ACPの推進が困難

④緩和ケア病棟と非がん緩和ケア

•緩和ケア病棟の役割の再定義

•緩和ケア医不在、主治医持ち上がり制の是非

•非がん患者への介入増加

•専門緩和ケアの役割整理

•一般診療科との役割分担



緩和ケア部会 ワーキンググループ
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◼目的

• がん診療連携拠点病院整備指針の見直しに向けた提言の素案を作成する

• 2040年を見据えたがん医療提供体制の構築に関する議論を踏まえ、
「がん拠点病院の緩和ケアが担うべき役割」を明確化する

• その他、緩和ケア部会の活動の促進にかかわる検討を行う

◼構成員 公募により選出

１ 北海道 松山 哲晃 医師 病院の種別

2 青森県 山下 慈 看護師 県立総合病院

3 宮城県 井上 彰 医師 国立大学病院

4 秋田県 今野 麻衣子 看護師 国立大学病院

5 群馬県 山田 真紀子 医師 国立大学病院

6 東京都 長岡 広香 医師 がん専門病院

7 富山県 舩木 康二郎 医師 県立総合病院

8 愛知県 下山 理史 医師 がん専門病院

9 広島県 倉田 明子 医師(精神) 国立大学病院

10 熊本県 吉武 淳 医師 国立大学病院

11 沖縄県 増田 昌人 医師 国立大学病院

オブザーバー
NCC中央：里見絵里子 NCC東：小川朝生

議事

第1回

●緩和ケア部会WGの目的・進め方について

●都道府県がん診療連携拠点病院

緩和ケアセンターの役割・課題

第2回 ●同上（継続審議）

第3回 ●次期整備指針改定に向けての作業について

第4回

●第11回がん診療連携拠点病院等の

指定要件に関するWGまでの経過説明

●拠点病院における緩和ケアの現状と

今後の方向性に関するとりまとめ

●アンケート結果の提示・活用

●緩和ケア部会およびWGの役割・進め方



１．整備指針改定に関する提言

⇒ 第11回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するワーキンググループに提出

アンケート、および、意見交換会の議論を整理して、方向性を検討①

緩和ケア部会 ワーキンググループ

第１１回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するワーキンググループ、第８回がんゲノム医

療中核拠点病院等の指定要件に関するワーキンググループ、第４回小児がん拠点病院等の指定要

件に関するワーキンググループ合同開催（資料） 2026年5月28日

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73535.html



２．今後、以下について進める

１）緩和ケア部会で協議

①地域や施設により差異が大きい課題

② “現場の悩み”

③施設や地域における緩和ケアに関する指標

→ 好事例の共有、WG設置など

２）学会等、関連団体への提案など

① 診療報酬に関する内容

② 研究

③ 教育

アンケート、および、意見交換会の議論を整理して、方向性を検討②

緩和ケア部会 ワーキンググループ



まとめ 2025-26年 緩和ケア部会の活動
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2025年7月29日 第1回緩和ケア部会ワーキンググループ開催

10月31日 第2回緩和ケア部会ワーキンググループ開催

12月5日 第13回緩和ケア部会 ・ 意見交換会の開催

12月9日 アンケート調査を実施： 拠点病院における緩和ケアの課題と提案

（〆切：2026年1月9日）

3月6日 第3回緩和ケア部会ワーキンググループ開催

⇒ アンケートとりまとめ案を作成

2026年３～4月 提言のとりまとめを部会員へ回覧

5月28日 厚生労働省「第11回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するワー

キンググループ」に提言スライドを提出

課題と解決案のとりまとめを進める

11月26日 第14回緩和ケア部会 （予定）
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